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市役所本庁舎の免震工事を行います

『鎌ケ谷市ふるさと とくとく商品券』の

　購入申し込みを開始

基本チェックリスト記入のお願い
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主な内容

投
票
で
き
る
人

　
平
成
７
年
４
月
27
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、平
成
27
年
１
月

18
日
ま
で
に
鎌
ケ
谷
市
に
転
入

の
届
出
を
し
て
、引
き
続
き
３
カ

月
以
上
居
住
し
鎌
ケ
谷
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人

※

27
年
１
月
19
日
以
降
に
鎌
ケ

谷
市
に
転
入
お
よ
び
選
挙
日
ま

で
に
市
外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票

で
き
ま
せ
ん

入
場
整
理
券

　
鎌
ケ
谷
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
へ
、世
帯
ご

と
に
郵
送
し
ま
す
。届
い
た
ら
開

封
し
、記
載
内
容
を
確
認
の
上
、

本
人
の
分
を
切
り
離
し
て
投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
予
定
が

あ
り
、投
票
日
当
日
に
投
票
に
行

け
な
い
人
は
、期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
　
４
月
20
日
　
〜
25
日
　

所
時

●
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
＝

８
時
30
分
〜
20
時

●
東
部
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階 

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
横
＝
９
時
〜

19
時

他
●
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い

る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
●
あ

ら
か
じ
め
入
場
整
理
券
裏
面
の

「
宣
誓
書
」に
記
入
し
て
持
参
す

る
と
、ス
ム
ー
ズ
に
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す

不
在
者
投
票

　
出
産
や
長
期
出
張
な
ど
に
よ

り
鎌
ケ
谷
市
を
離
れ
て
い
る
人

は
、不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。な
お
、投
票
用
紙
な
ど
の

請
求
が
必
要
で
す
。

病
院
や
施
設
で
の
投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
て
い
る
病
院
や
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
ま
た
は
入

所
し
て
い
る
人
は
、そ
の
施
設
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

入
院
・
入
所
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
内
の
不
在
者
投
票
指
定
施
設

●
秋
元
病
院
●
東
邦
鎌
谷
病
院

●
初
富
保
健
病
院
●
第
二
北
総

病
院
●
鎌
ケ
谷
総
合
病
院
●
シ

ル
バ
ー
ケ
ア
鎌
ケ
谷
●
慈
祐
苑

●
鎌
ケ
谷
翔
裕
園
●
幸
豊
苑

●
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
菜
の
花
館

●
初
富
の
里
●
さ
つ
ま
の
里

郵
便
に
よ
る
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、次
に
該
当
す
る
人
は
、郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で

●
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能

の
障
が
い
が
１
・
２
級
の
人

●
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

●
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１
〜

３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で

●
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
が

特
別
項
症
〜
第
２
項
症
の
人

●
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
項
症
〜
第
３

項
症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持

ち
で
要
介
護
５
の
人

注
●
投
票
す
る
た
め
に
は
、「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」が
必
要
で

す
。お
持
ち
で
な
い
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
●
す
で
に
交
付
を
受
け

て
い
る
人
は
、有
効
期
限
を
確
認

の
上
、４
月
22
日
水
ま
で
に
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
投
票

用
紙
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い

代
理
投
票

　
病
気
や
け
が
な
ど
で
字
が
書

け
な
い
人
は
、受
け
付
け
に
代
理

投
票
を
し
た
い
旨
を
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。あ
ら
か
じ
め
選
任
さ

れ
た
２
人
の
投
票
所
係
員
が
立

ち
会
い
の
上
、代
理
記
載
し
ま

す
。

点
字
投
票

　
視
覚
に
障
が
い
が
あ
り
、点
字

に
よ
る
投
票
を
希
望
す
る
人
は
、

投
票
所
の
受
け
付
け
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
へ
の
移
動
に
関
す
る
支

援
　
身
体
障
が
い
・
知
的
障
が
い
・

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
、難
病
認

定
を
受
け
て
い
る
人
お
よ
び
介

護
保
険
の「
要
支
援
」ま
た
は「
要

介
護
」の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
、自
宅
な
ど
か
ら
投
票
所（
期

日
前
投
票
所
を
含
む
）へ
の
移
動

に
つ
い
て
、支
援
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、４
月
20
日
月
ま
で

に
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
●
身
体
障
が
い
・
知
的
障
が

い
、精
神
障
が
い
の
あ
る
人
、難

病
認
定
を
受
け
て
い
る
人
＝
障

が
い
福
祉
課
内
738
・
787
●
介
護

保
険
の「
要
支
援
」ま
た
は「
要
介

護
」の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
＝

高
齢
者
支
援
課
内
723
・
744

開
票

　
投
票
日
当
日
の
20
時
50
分
か

ら
、福
太
郎
ア
リ
ー
ナ
で
行
い
ま

す
。

※

参
観
人
の
受
け
付
け
は
、20
時

30
分
か
ら

選
挙
公
報

　
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載

し
た
選
挙
公
報
は
、４
月
22
日
水

の
日
刊
新
聞（
朝
日
・
産
経
・

千
葉
日
報
・
東
京
・
日
経
・
毎
日
・

読
売
）の
朝
刊
に
折
り
込
む
予
定

で
す
。

※

選
挙
公
報
は
、市
役
所
・
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
学
習
セ

ン
タ
ー（
各
公
民
館
）・
図
書
館
な

ど
の
公
共
施
設
に
も
備
え
ま
す

選
挙
に
よ
る
施
設
の
臨
時
休
館

と
南
部
公
民
館
自
動
交
付
機
の

休
止

　
次
の
施
設
は
投
票
所
と
な
る

た
め
、４
月
25
日
土
・
26
日
日
は

臨
時
休
館
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、南
部
公
民
館
の
自
動
交

付
機
も
同
じ
く
休
止
に
な
り
ま

す
の
で
、市
役
所
の
自
動
交
付
機

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

臨
時
休
館
施
設

●
北
部
・
南
部
公
民
館（
い
ず
れ

も
図
書
館
分
館
を
含
む
）

●
南
初
富
・
道
野
辺
中
央
・
北

中
沢
・
粟
野
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

（月）

（土）

鎌
ケ
谷
市
議
会
議
員
選
挙

﹁
さ
ぁ
行
く
ぞ 

明
日
に
つ
な
が
る 

こ
の
一
票
﹂
１
票
を
無
駄
に
せ
ず
、責
任
を
も
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

4
月
26
日　

７
時
〜
20
時

（日）

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

385
・
386

（内）

投
票
日

期
間

http://www.city.kamagaya.chiba.jp

毎月 1日・15日
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4月30日（木）

6月 １日（月）

6月30日（火）

7月31日（金）

8月31日（月）

9月30日（水）

11月 2日（月）

11月30日（月）

12月25日（金）

2月 1日（月）

2月29日（月）

3月31日（木）

1期

2期

3期

4期

1期

2期

3期

4期

全期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

9期

10期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

9期

10期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

税目など

納期限

固定資産税

都市計画税

市・県民税

（普通徴収）
軽自動車税

国民健康

保険料

（普通徴収）

介護保険料

（普通徴収）

後期高齢者

医療保険料

（普通徴収）

※納期限を過ぎると延滞金がかかります。

27 年度 市税などの納期限 ごみ収集のお知らせ
　4月29日（水）は（祝）ですが、平常どおりの収集を行います。

ただし、クリーンセンターしらさぎへの持ち込みはできません。

　なお、５月４日（月）〜６日（水）は（祝）のため、収集を行いませ

ん。クリーンセンターしらさぎへの持

ち込みもできません。

問クリーン推進課（内）235・236

　まなびぃプラザは外壁・屋上防水改修および空調設備改修の工

事のため休館します。ご理解・ご協力をお願いします。

　　6月1日（月）〜7月31日（金）

※学習情報広場・印刷機などの利用もできません

施設の改修工事のため

まなびぃプラザは休館します

他8月1日（土）以降の利用予約は、６月１日

（月）から電話のみ（８時30分〜17時）で受

け付けます。

問まなびぃプラザ☎446・1111

期間



市役所本庁舎の免震工事を行います市役所本庁舎の免震工事を行います
工事実施に伴い、市庁舎敷地のレイアウトが変更になります

問契約管財課（内）334

工事実施に伴い、市庁舎敷地のレイアウトが変更になります

　防災拠点として位置付けられている市庁舎の耐震化工事を行

います。工事期間中、ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力を

お願いします。

　　　　27年４月〜29年３月（２年間を予定）

※総合福祉保健センターについては、耐震基準に適合しています

ので工事は行いません

歩行者通路について

　歩行者の出入口の位置について大きな変更はありませんが、工

事用の仮囲いや敷地内の道路の付け替えによって、歩行者通路位

置が下図①のとおりとなります。

車両出入口について

　従来の市庁舎敷地南側の出入口（下図②）は、工事車両専用とし

て使用するため、来庁者用として新たな出入口（下図③）を設けま

す。

駐車場について

　駐車場の一部を工事エリアとして使用するため、駐車場の区画

が現在より約90台減少し、約120台になる予定です。これに伴

い国道464号の向かい側に14台の駐車場（下図⑤）を確保しま

した。

　工事期間中は、駐車場の区画が減少し、大変混み合う場合もあ

りますので、来庁の際は公共交通機関などのご利用をお願いしま

す。

駐輪場について

　駐輪場は、市庁舎敷地の北側（下図⑥）に仮設駐輪場を設けま

す。

　なお、総合福祉保健センター脇の駐輪場は、従来どおりご利用

になれます。

市庁舎と総合福祉保健センターの連絡通路について

　現在の連絡通路（下図⑦）は、工事期間中は撤去することになり

ます。これに代わる施設として、クリーン推進課前の出入口と総

合福祉保健センター正面玄関２階を結ぶ仮設連絡通路（下図⑧）

を設けます。

閉庁後などの出入口について

　工事期間中は、市庁舎の地下通路出入口の使用ができませんの

で、閉庁後および（土）・（日）・（祝）・年末年始の市庁舎への出入

口は、市民課前出入口（下図⑨）となります。

そのほか

　工事期間中の来庁者の安全を確保するため、工事を行う範囲の

外周に高さ３ｍの仮囲い（下図⑩）を設けます。このため、市庁舎

と総合福祉保健センターとの間の車両の往来はできなくなりま

すのでご注意ください。

　今後、仮設連絡通路の使用開始や、工事の進み具合によって変

更の可能性がある仮囲い、庁舎出入口の位置などについては、そ

の都度事前に広報、市ホームページなどでお知らせします。

　窓口開庁時間内に来庁できない人を対象に、夜間納税相談窓口

を開設します。なお、電話での相談も受け付けます。

時４月28日（火）20時まで所収税課（市役所2階）

内税金の納付、納税に関する相談

　　　 固定資産税・都市計画税、市・県民税、軽自動車税、法人

市民税

問収税課（内）371・373・374、376〜378

対象税目

夜間納税相談窓口を開設します児童生徒安全パトロール事業の実施
　市では、犯罪から子どもを守り、安全・安心な地域環境を確保する

ことを目的として、児童生徒安全パトロール事業を実施しています。

　児童・生徒が犯罪に最も巻き込まれやすい時間帯である下校時前

後から夕方までの間（13時〜18時30分）に、青色パトロールカー

２台（4人）と徒歩巡回2組（4人）で通学路や公園などでパトロール

を行います。

問学務保健室（内）471　

総合福祉
保健センター

駐輪場

仮設連絡通路

現場事務所

市庁舎

庁　舎
出入口

(市民課前)

庁　舎
出入口

(クリーン推進課前)

庁　舎
出入口

連絡通路

(撤去 )
(正面玄関)

工事ヤード

東
武
野
田
線

歩行者
出入口

駐車場

仮
設
道
路

駐
車
場

仮設道路

歩行者
出入口

工事車両
出入口

市庁舎
車出入口

仮囲い

⑥仮設駐輪場

⑩

市庁舎
車出入口

歩行者
出入口

④

⑤

①

⑦

⑨

工事車両
出入口

①

⑧

⑤

歩行者
出入口

仮囲い⑩

③ ② ③

仮囲い⑩

新鎌ケ谷駅南入口

総合福祉
保健センター

凡例

歩行者通路

仮設連絡通路

駐車場

仮囲い

464

駐車場への進入方法⑤

市役所

至
船
橋

至
柏

至柏

至船橋

庁舎敷地レイアウト変更図

駐輪場

スロープ
464

総合福祉保健センター
車出入口

駐車場駐車場

工事期間
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郵　便　は　が　き

0 1 9 5

※

市
役
所
の
住
所
記
入
は
不
要
で
す

※

後
日
、
申
込
み
結
果
を

　

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

鎌
ケ
谷
市

商
工
振
興
課
商
品
券
係

52円

往信

記
入
不
要

郵便番号

郵　便　は　が　き

住
　
所

世
帯
主
氏
名 

　
様

52円

返信

①住所

②世帯主氏名

③ふりがな

④世帯人数

⑤電話番号（携帯電話可）

⑥購入希望冊数

⑦私の世帯は、中学生以下の子ども、

　もしくは65歳以上の方を含む

　世帯です。

はい　　　いいえ

上記のいずれかに○をつけてください

【世帯主氏名（自署）】

往信面：表 返信面：裏 返信面：表 往信面：裏
（市が受け取る部分） （市が受け取る部分）（市が返信する部分） （市が返信する部分）

　私は、プレミアム付き商品券の申込み

に係る確認に当たり、担当職員が私の

世帯の状況を公簿等により確認するこ

とに同意します。

市庁舎の現状と脆弱性

　現在の市役所本庁舎は、新耐震基準（大地震に対しても倒壊しな

い構造とするよう昭和56年に定めたもの）以前の昭和51年に造

られた建物です。平成９年に実施された耐震改修促進法に基づく耐

震診断結果では、「地震の振動および衝撃に対して倒壊し、または崩

壊する危険性がある」と判定され、耐震性能の不足などその脆弱性

が問題となっていました。

免震工事の選定と内容

　市では、首都直下型地震などの大地震の発生が迫っている中で、

緊急に市庁舎の耐震化を進めるため、鎌ケ谷市庁舎整備等方針検討

委員会を立ち上げ、さまざまな工法などの検討を行ってきました。

そうした中で、防災拠点となり市民サービスや業務に与える影響、

経費、工期などの面から総合的に判断した結果、積層ゴムなどの免

震装置を市庁舎の基礎部分に設置して地震エネルギーを吸収し、建

物の揺れを緩和する免震工法を採用することにしました。

事業費

　免震工事に当たっては、26年11月に入札予定額24億9,804

万円で一般競争入札を行いましたが、資材や労務単価の高騰に起因

して、入札で落札者が決まらない入札不調となりました。

　市では、この結果を受けて、改めて工事費の積算を行い、工事予定

価格を29億4,408万円として、27年１月に再度入札を行ったと

ころ、28億4,796万円で大手建設企業が落札し事業者を決定し

ました。

　こうした入札不調は、国・自治体が発注する公共工事の入札にお

いても全国的に生じているもので、東日本大震災の復興事業や東京

オリンピックなどに伴う建設需要の高まりによる資材や労務単価

の高騰がその原因とされています。

財政負担軽減のための制度を活用しています

　免震工事に当たっては、事業費28億8,414万円（工事監理委託

費を含む）という多額の経費が必要となります。その財源として、緊

急防災・減災事業債という制度を活用して26億5,460万円を借

り入れしますが、このうち70％の18億5,822万円が地方交付税

として国から賄われるため、市の実質的な財政負担額は約10億円

程度に収まり、財政的に大きく有利な制度を活用しています。

　商品券を購入するためには、事前に申し込みが必要です。お早めにお

申し込みください。

対27年４月１日時点で鎌ケ谷市に住民登録のある世帯

※申し込みは世帯単位です

　　　　５月１日（金）〜20日（水）必着

　　　　　　 一般世帯と優先世帯で異なります（右表参照）

申込方法

●往復はがき＝下記のとおり必要事項を記入して、「商工振興課商品券

係」（〒273-0195）へ郵送

●専用の往復はがき（公共施設などに備え付け）＝必要事項を記入して、

郵便ポストまたは公共施設などに設置してある投函箱に投函

※専用の往復はがき・投函箱の設置場所は、5月1日号の広報でお知ら

せする予定です

専用の往復はがきは郵便切手を貼付してください

①郵便ポストに投函＝往信・返信面それぞれに郵便切手（52円）を貼付

②投函箱に投函＝返信面に郵便切手（52円）を貼付

注●申し込みは１世帯当たり１通で、２通以上の申し込みがあった場合

は、２通目以降が無効となります

●署名、必要事項に記載漏れがあるはがきは無効となる場合があります

結果の通知

　５月下旬に返信はがきで通知します。

　発行冊数を超えた場合は、1世帯当たりの冊数を減らし、多くの人が

購入できるようにします。その場合、結果の通知時期や販売・利用開始

日が変更となる可能性がありますので、あらかじめご了承ください。

引き換え

　商品券販売所（後日お知らせします）に、購入冊数の記載された返信は

がきと代金を持参して商品券を購入してください。

　　　　5月30日（土）〜8月31日（月）

取扱店

　取扱店の一覧は、5月1日以降に市および鎌ケ谷市商工会のホーム

ページで随時更新しますのでご確認ください。なお、商品券が利用でき

る取扱店は「大型店」と「中小店」に分けられています。

『鎌ケ谷市ふるさと とくとく商品券』の購入申し込みを開始
30％のプレミアム率、46,000冊限定

優先世帯
中学生以下の子どもまたは

65歳以上の人のいる世帯

世帯全員の人数 購入限度

一般世帯
上記以外の世帯

１人

２・３人

４人以上

３冊まで

４冊まで

５冊まで

３冊まで

問●商工振興課（内）280●鎌ケ谷市商工会☎443・5565

これまでの経緯

総事業費

免震工法

（本市が採用する）
新たに建て替え

約28億8,000万円

市の財政負

担額

約110億円

（本庁舎＋総合福祉保健センター）

※周辺市の庁舎建替設計金額

　浦安市庁舎　　約119億円

　習志野市庁舎　約107億円

　事業費の財源として、国から

の交付金などは見込めないの

で、市の実質的な負担額は、約

110億円

　現庁舎敷地内には建て替え

のスペースがなく、建て替えの

場合は移転することになるの

で、現状の利便性を確保するこ

とができない

　移転候補地の選定、用地の取

得に多くの時間を要するため、

用地取得後の建築工事の期間

も含めると、事業期間は長期化

する可能性が高い

　事業費の財源として、国の

緊急防災・減災事業債の制

度が活用できるので、市の実

質的な負担額は、約10億円

（この制度は28年度で終了

予定）

　現庁舎は、駅に至近である

とともに、市の中心部にある

ことから利便性が高い

（今後60年程度の使用が可

能）

　29年３月までの約２年

間で事業完了予定

市民サービ

スに与える

影響

大規模地震

発生の可能

性が高まっ

ている中で

の事業期間

の短縮

新たに建て替えた場合との比較

各
々
の
方
法
の
課
題
に
対
す
る
長
所
・
短
所

問契約管財課（内）334

申込期間

購入可能な冊数

引換期間

市庁舎の免震工事

振り込め詐欺に注意！「すぐにお金が必要だ」そんな電話があったら
振り込め詐欺相談専用ダイヤル☎0120・494・506に相談を！
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防災行政無線との連携に係る覚書を締結
　市では、26年9月1日に(株)ジェイコムイーストと、防災行政

無線との連携に係る覚書を締結しました。これにより、27年3月

１日から同社の専用受信端末（防災情報サービス）を通じて防災行

政無線の放送などが室内で聞けるようになりました。

　防災情報サービスの加入を希望する場合は、ジェイコムイース

トと個別に契約し、工事費や月々の利用料を個人で負担すること

になります。

問●サービスの加入について＝ジェイコムイースト☎0120・

999・000●覚書について＝安全対策課（内）583

鎌ケ谷市空き家改修助成事業の実施について
　市では、市内にある空き家の活用を促進するため、「空き家バン

ク（庁内活用版）」を実施しています。登録されている空き家を公共

的に活用するに当たり、建物の改修が必要となる場合は、改修費用

の一部を補助します。

空き家バンク（庁内活用版）とは

　市内に空き家を所有する人が登録した物件の情報を、庁内各部

署へ周知し、活用意向を持つ部署とのマッチングを行う制度。  

対市で実施している「空き家バンク（庁内活用版）」に登録してい

て、マッチングが成立した空き家

　　　　台所・トイレ・風呂・下水道などの設備改修、内装・屋根・

外壁・外溝などの改修工事

注●耐震改修工事を除く●工事などは28年3月31日までに完

了すること

　　　対象事業に要する経費の2分の1（上限は100万円）

問企画政策室（内）342

　４月から、次のとおり制度を改正しました。

経済的支援補助（ひとり親世帯利用料助成）〈新設〉

　ひとり親家庭等医療費等助成資格認定を受けている依頼会員

の利用料金について、利用料の半額（月額20,000円を上限）を

助成します。

　なお、助成を受けるには、ファミリー・サポート・センター（総

合福祉保健センター２階）で別途登録が必要です。

利用対象年齢の拡大

　これまで、6カ月以上10歳に達する日以後最初の３月３１日

までだった利用対象年齢を、６カ月以上15歳（義務教育修了）ま

でに引き上げます。

問ファミリー・サポート・センター（内）759

ファミリー・サポート・センターの制度改正について
ひとり親世帯への助成と利用対象年齢の引き上げを行います
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（内）

行政相談委員に就任（再任）されました
　田訓康さん、中野洪さん、小林トキさん

　4月1日付で、德田訓康さん、中野洪さん、小林トキさんが、総務

大臣から行政相談委員に再委嘱されました。　

　行政相談委員は、行政相談委員法に基づき、国や県などの行政に

関する要望や問い合わせなどの相談を受け、公平な立場から相談

者への助言や、関係する行政機関に通知するなどの活動を無報酬

で行っています。

市役所での行政相談

時第2（水）10時〜12時(毎月初日の開庁日8時30分から電話

で要予約)

※相談は無料で、相談内容の秘密は守られます

問市民活動推進課（内）206

人権擁護委員に就任（再任）されました
竹内春美さん、野中健さん

　竹内春美さんと野中健さんが４月１日付で法務大臣から人権擁護

委員に委嘱されました。

　人権擁護委員は、プライバシー

の侵害やセクハラ、いじめなどの

人権問題に対する相談や人権擁護

などの啓発活動を行っています。

問男女共同参画室（内）344 野中健さん竹内春美さん

助成額

対象事業

部
長
相
当
職

課
長
相
当
職

次
長
相
当
職
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　詳しくは、各相談実施予定月の広報かまがや１日号に掲載します。

対旧耐震基準で昭和56年５月31日以前に建築された、木造在来

工法・枠組み壁工法などによる専用住宅２階建て以下（併用住宅は

居住部分が２分の１以上）

　　所下表参照。実施時間は各10時〜15時（予定）

問建築住宅課（内）426

木造住宅の無料耐震相談
27年度の年間予定

　70歳以上（要支援・要介護認定者を除く）の人に、生活や健康状

態を伺う「基本チェックリスト」を４月下旬に送付しますので、同封

の返信用封筒で５月１５日（金）までに必ず返信してください。

　記入した「基本チェックリスト」の内容から、介護予防が必要だと

判定された人で運動講座に参加を希望する場合は、運動に支障がな

いかどうか確認するための受診券を郵送します。病院で受診後、地

域包括支援センター職員が運動講座について詳しくご案内します。

地域包括支援センターとは

　介護や介護予防に関する相談に応じています。介護に関してお悩

みのことがありましたら、地域包括支援センターにご相談ください。

　なお、お住まいの地区により担当のセンターが異なります（下表

参照）。

問高齢者支援課（内）720

基本チェックリスト記入のお願い
市内にお住まいの70歳以上の皆さんへ

　「しんかま屋台村」は、新鎌ケ谷の賑わいの創出を目的とするイベ

ント広場「しんかまにぎわい広場」にリニューアルしました。

　フリーマーケットや音楽ライブなど定期的なイベントの開催を

予定しています。なお、イベント開催の有無に関わらず、飲食業など

の出店が可能です。

　新鎌ケ谷駅徒歩1分の場所で、鎌ケ谷の賑わいが生まれるような

出店をお待ちしています。

　　　　賑わいの創出が期待できる飲食業または小売業であること

　　　　28年3月31日（木）まで（年末年始を除く）

　　　　12時〜23時

所 鎌ケ谷市新鎌ケ谷2-12-7　　　　10区画　

●月極め＝月額18,000円●スポット＝日額1,500円

●おためし＝無料※出店者1人につき1回（1日）限り

他詳しくは、出店募集要項をご覧ください

申出店申込書に記入し、出店希望日の15日前までに商工振興課（市

役所2階）へ

問商工振興課（内）282

「しんかまにぎわい広場」の出店者募集中
「しんかま屋台村」をリニューアル

市営住宅入居者の募集
　　　　次の要件を全て満たす人　　

●市内に住所または勤務場所を有する●現に同居または、同居しよ

うとする親族がいる●現に住宅に困窮している●連帯保証人がい

る●申し込む本人または同居しようとする親族が暴力団員でない

●収入基準以内である

　　　 7月中旬予定　　　  2戸（下表参照）

　　　　　　　　　4月16日（木）〜28日（火）の12時まで（（土）・

（日）を除く）に、建築住宅課（市役所4階）で

　　　　応募が募集戸数を超えた場合は、「鎌ケ谷市市営住宅入居

者選考委員会」の意見を聞いた上で入居者を決定します

問建築住宅課（内）498

駅周辺の放置自転車などの撤去・移送について
　「ちょっとの時間だから」「１台だけなら」「スペースがあるから」

と駅周辺に放置された自転車などは、人や緊急車両の通行を妨げ迷

惑となります。

　市では、市内6駅周辺に自転車等放置禁止区域を定め、条例に基

づき放置自転車などを撤去・移送します。

自転車等放置禁止区域

●新鎌ケ谷駅＝新鎌ケ谷特定土地区画整理事業区域内とその区域

に接する道路および北口付近を中心に半径300ｍ以内

●鎌ケ谷駅＝駅を中心に半径300ｍ以内

●くぬぎ山・北初富駅・初富・鎌ケ谷大仏駅＝駅を中心に半径

200ｍ以内

撤去・移送した自転車など

　　　鎌ケ谷市自転車等保管場所（市制記念公園入口脇の北総鉄道

高架下）

　　　☎090・1463・6656（返却時間内のみ）

　　　 ●（火）・（木）＝10時〜19時●（日）＝9時〜15時

※（祝）・年末年始を除く

持●住所・氏名が確認できるもの（免許証・保険証・学生証など）

●自転車または原付バイクの鍵●移送・保管手数料（自転車

2,000円、原付バイク3,000円）

問道路河川管理課（内）413

北部公民館

東初富公民館

まなびぃプラザ

くぬぎ山コミュニティセンター

東部学習センター

長谷津市営住宅

Ｆ棟

粟野市営住宅

１号棟

中央

2-22-6

粟野

562-3

一般世帯

向け

一般世帯

向け

１階

5階

6/4.5/3/DK

6/6/6/DK

１戸

１戸

11,700円〜

22,900円

22,400円〜

44,000円

※60歳以上（経過措置により、昭和31年４月１日以前生まれを含む）または、
身体障がい者などの場合

可※

不可

5月23日(土)

7月25日(土)

9月26日(土)

11月28日(土)

28年2月27日(土)

日 程

団地名 所在地 種別 階数 間取り（畳）
募集
戸数

家賃
単身
入居

会 場 件数

初富地域包括支援センター

（初富保健病院内）

☎446・7873

ｆ444・0125

　　　　（月）〜（土）9時〜17時

※（祝）・年末年始を除く

西部地域包括支援センター

（介護老人保健施設シルバーケア鎌ケ

谷内）

☎441・2007

ｆ489・5522

　　　　（月）〜（土）８時30分〜17時

※年末年始を除く

南部地域包括支援センター

（特別養護老人ホーム慈祐苑内）

☎441・7370

ｆ441・7371

　　　　（月）〜（金）9時〜18時

※（祝）・年末年始を除く 

中央東

地区

北部

地区

中央

地区

東部

地区

西部

地区

南部

地区

東鎌ケ谷、東初富、南初富一〜三丁目

初富（700〜927番地）

粟野（１〜425番地・539番地〜）

軽井沢、佐津間（２〜1299番地）

中佐津間、西佐津間、南佐津間

道野辺中央、道野辺本町、右京塚

南初富四〜六丁目、中央、富岡

初富本町、初富（928〜931番地）

新鎌ケ谷

くぬぎ山、粟野（426〜538番地）

佐津間（1300〜1400番地）、串崎新田

北初富、初富（１〜399・1300番地〜）

丸山、鎌ケ谷、南鎌ケ谷

東道野辺二〜七丁目

道野辺、東道野辺一丁目、西道野辺

馬込沢、中沢、東中沢、北中沢、中沢新町

地域包括支援センター 担 当 地 区

各日

20件

入居資格

募集戸数入居時期

募集案内配布・申込受付

選考方法

保管先

連絡先

返却日時

出店条件

運営期間

営業時間

受け付け

受け付け

受け付け

募集区画

出店負担料 (管理運営費）

日程
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　3月18日、千葉県青葉の森公園芸術文化ホールで「第65回千葉県

消防大会」が開催され、地域の安全と安心を守るために活動している消

防団員並びにそのご家族が表彰されました。

　表彰された皆さんは次のとおりです（敬称略）。

第65回千葉県消防大会
消防団員並びにそのご家族が表彰されました。

　柏レイソル選手会から、Ｊリーグ観戦チケットが寄贈されました。こ

の機会に柏レイソルの試合を観戦してみませんか。

対市内在住の小学校1〜3年生の子どもがいる家庭

定６組12人（１組２人まで。多数抽選）

申４月23日（木）必着で、官製はがきに住所、保護者の氏名、学校名・学

年、電話番号を記入して、こども支援課あてに郵送（〒273-0195）

※当選の発表は、チケットの発送をもってかえさせてもらいます

試合について

内ＶＳ清水エスパルス時5月2日(土)16時から

所日立柏サッカー場（柏市日立台1-2-50）

問こども支援課（内）684・743

Jリーグ観戦チケットプレゼント
小学校1〜3年生の子どもがいる家庭へ

　鎌ケ谷市は、県下屈指の梨の産地として知られ、品質も栽培農家

の努力により全国的に高い評価を得ています。

　しかし、梨は病害虫に弱く、特に赤星病が発生すると壊滅的被害

を受けてしまいます。

　このため、市では「鎌ケ谷市なし赤星病防止条例」で、市内全域に

おいて赤星病を媒介するビャクシン属の植栽・保有を禁止してい

ます。

　市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

赤星病とは
　「ハイズキ」「カイヅカイブキ」「タマイブキ」「シンパク」「スカイロ

ケット」「ヨーロッパゴールド」などのビャクシン属を媒介とする赤

星病により発生する病気で、これらの木が梨園の半径約２ｋｍ以内

にあると、必ずといって良いほど発生するといわれる病気です。

　近年人気のある「コニファー」にもビャクシン属のものがありま

すので、ビャクシン属でないものを植えるようお願いします。

問農業振興課（内）245・259

名産の梨を赤星病から守りましょう
市内ではビャクシン属の植栽は禁止されています

　本市の農業は、都市近郊型農業として発展し、重要な産業となっ

ています。

　鎌ケ谷産のおいしい農産物を生産するために、欠かすことのでき

ない重要な作業として、病害虫を防ぐための農薬散布を行います。

農産物を守るため、市民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

農家の皆さんにご協力をお願いします
　農薬散布をする際は、周辺の人に一声かけてから行ってくださ

い。また、堆肥は民家から離れた場所に積み、近隣に配慮した管理を

されるようご協力をお願いします。

問農業振興課（内）245・259

農地の農薬散布にご理解・ご協力をお願いします
おいしい農産物に欠かせません

　鎌ケ谷市消防団の本部および各分団の異動がありました。消防団は、

八つの分団に分かれており、消防団員はそれぞれの職業に就きながら、

火災や災害が発生した時に出動し、消防署と一体となり市民の生命財

産を守るために活躍しています。

　また、鎌ケ谷市で初めての女性消防団員が誕生しました。人数は11

人で、防火啓発広報や応急手当普及指導などの活動をします。

新団本部

消防団員の異動・女性消防団員の誕生
今後の活躍にご期待ください

団　長　川上英明

副団長　飯田喜治（再任）

副団長　石井伸和（再任）

副団長　皆川洋政

副団長　新井英伸

副団長　石井幸夫

新分団長

第１分団（鎌ケ谷地区）

石井美裕

第２分団（道野辺地区）

鈴木秀利

第３分団（中沢地区）

皆川光男

第４分団（南初富地区）

小林弘太

第５分団（北初富地区）

杉原優

第６分団（粟野地区）

渋谷昌平

第７分団（佐津間地区）

渋谷将重

第８分団（軽井沢地区）

小金谷尚史

退職団員（３月31日付）

団本部　　澁谷誠幸・鈴木有光・

　　　　　小林優

第１分団　竹渕真博

第３分団　浅海靖弘

第４分団　夘沢義道・鈴木隆

第６分団　渋谷庄司

第８分団　齋藤光英

新入団員

第１分団　齋藤幹・清水昌平

第３分団　大野達也

女性消防団員（女性部）

森澤美枝子・須田貞子・豊島美千

子・儘田直子・橋爪綾子・吉田啓子・

飛鷹美穂・水野芳美・小山真理子・

大塚美紗子・青木茉莉

問 消 防 本 部 警 防 課☎444・

3235

消防庁長官表彰

功労章

澁谷誠幸（団本部）

千葉県知事表彰

永年勤続功労章

●浅海靖弘（第３分団）

●中村浩（第４分団）

内助功労感謝状

●浅海正美●中村なをみ

日本消防協会長表彰

勤続章

●川上英明（団本部）

●小林武（第８分団）

精績章

新井英伸（第７分団）

千葉県消防協会長表彰

永年勤続功労章

●伊藤英二（第１分団）

●向後貴宏（第４分団）

●石井長一（第６分団）

内助功労感謝状

●伊藤なぎさ●向後弘子

●石井雅美

問 消 防 本 部 警 防 課☎444・

3235　子ども会の皆さんや、中学生・高校生のジュニアリーダーのお

兄さんお姉さんと元気に遊びましょう！

内●カプラ＝手のひらサイズの板を積みあげていろいろなもの

を作ります●ビルダーカード＝紙を切って組み合わせ、いろいろ

設立30周年記念の時の様子

な形を作ります●クラフト●昔遊

び●各種ゲーム＝空き缶積み・割

ばし鉄砲・こいのぼりくぐりなど

※内容は変更となる場合があります

対市内在住の子ども（保護者参加

可）

時５月５日（火）10時〜15時

所福太郎アリーナ持上履き

問生涯学習推進課☎498・6101

市子ども会育成会連絡協議会設立50周年記念事業

子どもまつり

カイヅカイブキ スカイロケット ヨーロッパゴールド
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　自然体験や学校外学習体験など、さまざまな体験活動を通

して、将来の青少年リーダーの育成を図るとともに、自主性・

社会性を培い「生きる力」を身に付けます。

対市内在住の小学校4〜6年生

定●4年生＝13人●5年生＝13人●6年生＝14人（多数

抽選）

費8,000円※第5回の交通費は別途自己負担所南部公民館

ほか

注●内容は変更となる場合があります●第1回は説明会を

実施するため保護者同伴

申4月22日（水）必着で官製はがき（１人につき１枚）に住

所・氏名（ふりがな）、学校名・学年・クラス、性別・電話番号・

緊急連絡先を記入して、生涯学習推進課「元気っ子ゼミナー

ル」係（〒273-0101富岡2-6-1）あてに

問生涯学習推進課☎498・6101

27年度元気っ子ゼミナール
青少年リーダー育成講座

楽しく学ぼう！こども英会話 スマイリーキッズ

　外国人講師による小学生のための英会話教室。楽しんで英会話に親

しみグローバルな視野を育みます。

対小学生①Ａクラス＝1・2年生②Ｂクラス＝3・4年生③Ｃクラ

ス＝5・6年生

　　5月23日〜28年3月12日の（土）（全30回）①＝9時30分〜

10時20分②＝10時30分〜11時20分③＝11時30分〜12時20分

所まなびぃプラザ

定①〜③各15人（多数抽選）※応募人数によるクラス編成・変更あり

費24,000円（会員割引あり）※保険代・テキスト代など別途自己負担

申5月1日（金）必着で、往復はがきに「スマイリーキッズ申し込み」、

住所・氏名・電話番号・学年・Ｅメールアドレス、会員番号（会員

の場合）、返信あて先を記入して鎌ケ谷市国際交流協会 あてに

ｍevent@kifa.gr.jp または、（月）・（水）・（土）9時〜16時（12時〜

13時を除く）に☎442・1860

語学研修講座

対市内在住・在勤・在学で高校生以上の人および国際交流協会会員

　　　 ●初回講座・オリエンテーション＝5月17日（日）（予定）

●そのほか＝下表参照（いずれも全30回）

申4月22日（水）必着で、往復はがきに住所・氏名（フリガナ）・電話

番号、会員番号（会員の場合）、希望講座名、返信あて先を記入して、鎌ケ谷

市国際交流協会あてにｍevent@kifa.gr.jpまたは、（月）・（水）・（土）9

時〜16時（12時〜13時を除く）に☎442・1860

注意事項

●テキスト不要の場合は、はがきに記入してください●併願の場合

も、１講座につきはがき１枚で申し込んでください●中国語（Ⅰ）・

（Ⅱ）またはハングル（Ⅰ）・（Ⅱ）併願の場合は第１希望を記入してくだ

さい●お支払いいただいた料金は返金できません●定員に満たない

講座は中止になる場合があります●実施回数・会場は変更となる場

合があります

開講式、作ってあそぼうフライングライダー５月10日（日）9:30〜15:00

６月14日（日）9:30〜15:00

７月12日（日）※

８月 ７日（金）〜9日（日）※

10月 ４日（日）※

11月 ８日（日）9:30〜15:00

12月13日（日）9:30〜15:00

日 時 内　　容回

皆でクリスマス、閉講式

めざせ！広報マイスター

（壁新聞作り、第７回のプログラム作り）

サイエンスミステリー　冒険にチャレンジ

（班ごとに電車などで目的地に行き学習）

体験の風in那須

（那須甲子青少年自然の家で行う２泊３日の宿泊研修）

森のアドベンチャー、宝探し、ソーラークッキング

（ネイチャーゲーム、太陽光を利用した料理など）

市内探訪ツアー（ウォークラリーなど）

5月 20日〜1月 27日の毎週（水）13:00〜14:30

5月 19日〜1月 26日の毎週（火） 9:30〜10:40

5月 19日〜1月 26日の毎週（火）10:50〜12:00

5月 22日〜1月 29日の毎週（金） 9:00〜10:10

5月 22日〜1月 29日の毎週（金）10:20〜11:30

英  語

中国語（Ⅰ）入門

中国語（Ⅱ）初級

ハングル（Ⅰ）入門

ハングル（Ⅱ）初級

中央公民館

図書館

図書館

南部公民館

南部公民館

日 程 会場

25人

20人

20人

20人

20人

22,500円

19,500円

19,500円

19,500円

19,500円

side by side＆Workbook（2-③）

驚くほど身につく中国語（CD付き）

中国語会話301（下）（CD付き）

基礎から学ぶ韓国語講座 初級（CD付き）

基礎から学ぶ韓国語講座 中級

※１：多数抽選　※２：会員割引あり、別途テキスト代自己負担

1

2

3

4

5

6

7

講座名 定員※１ 費用※2 テキスト

　図書館では、この期間中に「おいしいおはなし」をテーマに、食

について新たな発見をしてもらえる児童図書の展示を行います。

　　４月21日（火）〜5月17日（日）所図書館２階児童コーナー

問図書館☎443・4946

児童図書展示「おいしい おはなし、いただきま～す！」
第57回こどもの読書週間「本は キラキラ 万華鏡」

4月23日（木）〜5月12日（火）は、こどもの読書週間です。

詳しくはKIFAホームページｕhttp://www.kifa.gr.jp

初心者歓迎！こども体験教室
囲碁・将棋体験

　頭を使って対局を楽しもう！

対小学校１年生以上

時4月25日、5月9日、6月13日、7月4日（土）10時〜12時（全4回）

定16人（申込先着順）

卓球体験

　ルールを覚えて試合を楽しもう！

対小学校3年生以上

時4月25日、5月9日、6月13日、7月4日（土）10時〜11時30分（全4回）

定12人（申込先着順）

共通事項

所粟野コミュニティセンター

申4月24日（金）までの（火）〜（土）に 粟 野 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

☎441・7066または窓口

有価物回収運動にご協力ください
　有価物回収運動は、市内の小学校ＰＴＡが実施している月１回の資源回

収運動で、新聞・雑誌・雑紙・ダンボール・布類・ビン・金属類を回収し

ています。小学生がいる家庭だけでなく、市内の全ての家庭が利用するこ

とができます（事業所は利用できません）。

　この運動は、ＰＴＡの皆さんのボランティアによるため、廃棄物処理施

設における処分経費などが軽減されます。また、回収量に応じて市から支

払う奨励金は、ＰＴＡ活動に役立てられており、子どもたちのためになり

ます。ぜひご協力をお願いします。

問クリーン推進課（内）235・236

※時間は参加者に後日連絡

日程など

日程

英　中　韓　外国語を学ぼう○○○

期間

2015年（平成27 年）4月 15日お知らせ7



伝言板 （原則として１日か15日）　 そのほか掲載について不明な点は広報広聴室(内)349へ

掲載のきまり 　会員募集は年１回、催しは年６回まで掲載可　 市内公共施設を会場とするものは各施設へ　 締め切りは発行日の１カ月半前

リサ イク ル
情報

弓道教室
　弓道を始めてみたい人や、もう一度基礎から学びたい経験者に、弓

道の基本を指導します。

対全10回出席できる18歳以上の人※通学先で弓道部に所属して

いる人を除く

時5月24日〜8月2日（6月28日を除く）の毎週（日）10時〜12時

定15人（多数抽選）

費●市内在住・在勤・在学の人＝4,500円●そのほか＝6,000円（い

ずれも用具代など）

申5月1日（金）までに弓道場・アーチェリー場☎446・5910

アーチェリー教室
　アーチェリーを始めてみたい人に、基礎的なアーチェリーの技術

などを指導します。

内 　　下表参照

対中学生以上※通学先でアーチェリー部に所属している人を除く

定１回6人（多数抽選）

費●市内在住・在勤・在学の人＝2,500円●そのほか＝3,000円（い

ずれも用具代など）

注内容・日程などは変更となる場合があります

申弓道場・アーチェリー場☎446・5910

27年度弓道・アーチェリー教室
「生涯スポーツ」を楽しもう

防災体験

都市型水害体験と暴風雨体験。対成人（親子可）

時4月25日（土）JR船橋駅13時30分集合（詳

しくはお問い合わせください）所本所防災館

（墨田区）定10人（申込先着順）費保険代など

300円（交通費自己負担）持タオル申とんとん

はうす 野武☎080・5511・0399

フォト写楽 写真展

時４月16日（木）〜30日（木）（16日は12時

から、30日は14時まで）所東部学習センター

問フォト写楽 溝田☎446・4157

家庭倫理講演会

講演と実践報告。時4月26日（日）14時〜15

時40分（13時30分から受け付け）所きらり

ホール定500人費1,000円問家庭倫理の会 

鎌ケ谷市 金子☎090・5760・5861

ペタンク初心者講習会

ゲーム感覚で楽しめて健康増進にも役立つ、土

の上のカーリング。時５月10日（日）９時30

分〜12時（雨天中止）所五本松小学校校庭

定20人（申込先着順）費テキスト代など100円

申５月７日（木）までに鎌ケ谷市ペタンク協会 

辻☎090・2746・6736

成田街道を歩こう（第３回）

臼井から酒々井までを歩きます。対成人時5月

2日（土）10時京成本線臼井駅改札前集合〜

16時定 15人（当日先着順）費保険代など

300円問歴史たんぽ 楠窪☎445・5197

吉祥の会

ヨーガとマッサージ。見学歓迎。対女性時第1〜

3（火）13時〜15時所南初富コミュニティセ

ンター定若干名入1,000円月1,500円申大

網☎445・6783

皇風煎茶禮式 香煎会

対初心者時第2・4（木）9時30分〜12時30

分所鎌ケ谷コミュニティセンター定3・4人

月2,500円費随時2,000円申14時〜17時

または19時以降に古山☎444・6961

気とこころの会

気功と太極拳。対初心者歓迎時第1・3・4（土）

10時〜12時所鎌ケ谷コミュニティセンター

定若干名入1,000円月2,200円申（月）を除

き上野☎445・6496

まなびぃオカリナ

時第2・4（土）13時〜16時所まなびぃプラザ

月1,500円申亀下☎080・2013・6299

パシフィックバスケットボールアソシエー

ション

対3歳以上小学生以下時毎週（土）9時〜12時

所道野辺小学校体育館月3,000円申羽賀

☎080・8851・0859

鎌ケ谷チルチルグリークラブ

童謡・唱歌など幅広いジャンルの歌を楽しむ

男性合唱団。対初心者歓迎時第2・4・5（土）

1 3 時〜 1 6 時 所 中 央 公 民 館 定 若 干 名

月3,000円申斉藤☎443・8161

鎌ケ谷フィルハーモニック管弦楽団

オーケストラ。対２年以上の①コントラバス

②そのほかの弦楽器③ファゴット経験者時毎週

（水）19時〜21時45分所中央公民館定①②＝

若干名③＝1人月●一般＝2,500円●高校・

大学生＝1,500円●中学生＝500円費演奏

会 費 随 時 13,000 円〜15,000 円他①は

貸し出し可申加藤☎080・5455・4822 ／

ｍkamaphil@jcom.home.ne.jp

希望します

ぶらさがり健康器

無料で。取りに行きます。

問９時〜18時ごろまで

に太田☎080・2070・

0790

品物の交渉は当事者間で

行い、交渉が成立したら

クリーン推進課（内）236

へ

鎌
ケ
谷
市
茶
道
協
会
・
表
千
家

茶
道
教
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
時
５

月
〜
28
年
４
月
の
第
４
月（
12

月
の
み
第
２
月
）13
時
〜
16
時

30
分
所
東
初
富
公
民
館
定
10

人（
申
込
先
着
順
）
月
茶
・
菓

子
代
な
ど
１
千
円
師
表
千
家
流

の
平
松
宗
敬
さ
ん
申
４
月
末
ま

で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
鎌
ケ
谷
市
茶
道

協
会 

細
川
あ
て
に
ｆ
444
・
９
２

１
４
／
は
が
き
で
郵
送（
〒
273-

０
１
０
５
鎌
ケ
谷
６-

１-

３
）

問
同
協
会 

細
川
☎
444
・
９
２
１
４

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

対
市
内
在
住
で
小
学
校
４
年
生

以
上
の
人
時
６
月
７
日
日
９
時
〜

12
時（
雨
天
中
止
）
所
福
太
郎

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
費
保
険
代
な
ど

200
円(

当
日
持
参)

定
30
人（
申

込
先
着
順
）
他
ラ
ケ
ッ
ト
貸
し
出

し
可
申
５
月
22
日
金
17
時
ま
で

に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
内
482
問
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟 

小
山
☎
090
・

１
５
４
０
・
３
１
３
８

労
災
職
業
病
無
料
な
ん
で
も
相

談
会

弁
護
士
・
労
働
安
全
衛
生
管
理

者
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
時 

所
●
４
月

25
日
＝
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
５
月
９
日
＝
柏

市
中
央
公
民
館
●
５
月
30
日
＝

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
、各

土
13
時
〜
16
時
問
千
葉
中
央
法

律
事
務
所
☎
043
・
225
・
４
５
６

７鎌
ケ
谷
後
見
相
談
サ
ロ
ン

認
知
症
、知
的
・
精
神
障
が
い
な

ど
の
理
由
で
日
常
に
不
安
が
あ

（祝）

る
人
を
支
援
す
る
、成
年
後
見
に

関
す
る
相
談
会
。
時
５
月
12
日
火

13
時
〜
16
時
所
喫
茶「
と
ま
と
・

は
う
す
」（
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
２
階
）
定
２
人
程
度（
申
込

先
着
順
）
費
飲
食
代
自
己
負
担

他
原
則
第
１
火
に
定
期
実
施（　

の
場
合
は
翌
日
ま
た
は
第
２
火
）

問
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
葛
飾
市

民
後
見
人
の
会
鎌
ケ
谷
支
部 

加

藤
☎
445
・
０
７
１
５

5月教室
5月9日・16日・23日・30日（土）

9時〜11時

6月3日・10日・17日・24日（水）

9時〜11時

7月30日（木）・31日（金）

9時〜13時

8月6日（木）・7日（金）

9時〜13時

9月5日・12日・19日・26日（土）

9時〜11時

10月3日・10日・17日・24日（土）

10時〜12時

内 容

6月教室

（65歳以上限定）

7月教室

（中学生限定）

8月教室

（高校生限定）

9月教室

10月教室

（女性限定）

日 程 申込締切日

4月29日（水）

5月25日（月）

7月20日（月）

7月27日（月）

8月26日（水）

9月23日（水）

●１日目＝基礎知識・基本動作

の習得

●２日目＝基本動作の反復練習

●３日目＝競技ルールに従って

練習

●４日目＝競技ルールに従って

練習・近距離（10ｍ・18ｍ）の

認定会

※実射距離は５〜18ｍ（予定）

催 し など

会 員 募 集

日程

情
報
ひ
ろ
ば

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

講
座・講
演
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内＝内容　対＝対象　時＝日時　所＝場所　定＝定員　入＝入会金　年＝年会費　月＝月会費　費＝費用　師＝講師　持＝持ち物　保＝保育　他＝そのほか

注＝注意　申＝申し込み　問＝問い合わせ　さ＝「さわやかまなびぃ 100」対象事業　※原則として費用の記載のないものは無料です



福祉 健康ボード 申問あて先の記載のないものは

健康増進課

鎌ケ谷市ガイドマップを作製しました
転入者や希望者に配布します

　新しいガイドマップは、市の概要や施設、文化財、見どころ・イベ

ント情報などを掲載しています。また、地図面は「ガイド・防災マッ

プ」として、避難場所・避難所を含めた市内全図を掲載しています。

　　　　●市役所（1階総合案内・3階広報広聴室）●各コミュニ

ティセンター●まなびぃプラザ●学習センター（各公民館）●図書

館●郷土資料館●きらり鎌ケ谷市民会館●福太郎アリーナ

問広報広聴室（内）349

講師を派遣します「認知症サポー

ター養成講座」

「認知症サポーター」とは、認知症を

理解し、認知症の人やその家族を見

守り、住み慣れた地域で安心して暮

らせるように支援していく人のこ

とです。認知症の症状や接し方につ

いての出張講座を実施し、認知症サ

ポーターを養成します。対おおむね

５人以上の市民で構成された自治

会・サークルなどの団体※詳しく

は、高齢者支援課へお問い合わせく

ださい申同課（内）720

手話奉仕員養成講座（前期）

聴覚障がいを理解し、手話で日常会

話を行うために必要な表現技術を

学び、コミュニケーションする楽し

さを習得します。対市内在住・在勤

の18歳以上の人（厚生労働省手話

奉仕員養成講座カリキュラム受講

者を除く）　　５月13日〜11月

25日の毎週（水）（8月12日を除く）

９時45分〜11時45分（全27回）

所総 合 福 祉 保 健 セ ン タ ー ４ 階

定20人（申込先着順）費テキスト

代など4,500円問身体障がい者

福祉センター（内）791

2・3カ月の赤ちゃんのいる家庭に

「保健推進員」が訪問

保健推進員は、市民の健康を推進す

るため市から委嘱を受けて活動し

ているボランティアです。月１回研

修をしながら、生後2・3カ月ごろ

の赤ちゃんのいる家庭を訪問し、話

を聞いたり、地域の子育て支援の情

報を伝えたりする活動を中心に、さ

まざまな取り組みを行っています。

地域の子育ての応援者として皆さ

んの住まいの近くにいますので、気

軽に声をかけてください。問（内）

735

プレママ教室Ｂ

対妊娠７・８カ月の初めてお母さ

んになる人（第二子以降は要相談）

時５月15日（金）９時〜９時15分

受け付け所総合福祉保健センター

３階申 5月8日（金）までに（内）

735

地区健康相談・地区成人健康相談

どなたでも健康に関する相談がで

きます。内身体計測・血圧測定・尿

検査など、助産師・保健師・栄養士・

歯科衛生士による個別相談時４月

30日（木）10時〜11時30分所東

部学習センター持母子健康手帳（乳

幼児の場合）、健康手帳（お持ちの場

合）、歯ブラシ（歯みがき指導を希望

の場合）問（内）735

大人のための運動講座

「軽い運動」で健康と若さを保ちま

しょう

健康運動指導士と軽い運動を行っ

て、気持ち良さを実感し、健康と若

さを保つポイントを実技と講義を

通して学びましょう。時５月20日

（水）９時30分〜11時30分所総

合福祉保健センター６階定40人

保未就学児10人まで。５月１日

（金）までに要申込。おやつ代など自

己負担申（内）732

鎌ケ谷市食育推進部会委員募集

対次の条件を満たす人●市内在住

●現在何らかの食育活動を行って

いる●年３回の会議・研修会・講

演 会 な ど の 活 動 に 参 加 で き る

　　　　２年間定１人申４月30

日（木）必着で、住所・氏名・年齢・

職業と、食育推進について400字

以内で記入して健康増進課あてに

郵送（〒273-0195）／ｍkenkan

@city .kamagaya.ch iba. jp

問（内）733

守ろう!歯と口の健康
27年度歯周疾患検診 歯と歯ぐきの健康をチェック
　歯周病の予防には、専門家による定期的な歯ぐきの健康チェック

を受けることが大切です。

　市では、節目健診として歯周疾患検診を行っています。対象とな

る人には3月下旬に受診券を郵送しています。

内問診・歯科検診（歯周ポケット検査を含む）・保健指導

対●40歳（昭和50年4月2日〜51年4月1日生まれ）●50歳（昭

和40年4月2日〜41年4月1日生まれ）●60歳（昭和30年4月

２日〜31年４月１日生まれ）●70歳（昭和20年4月2日〜21年

4月1日生まれ）

　　28年1月31日まで

所市内指定歯科医療機関（受診券参照）費自己負担500円

注受診の際は各歯科医院に要予約

問健康増進課（内）734

歯・口の健康啓発標語作文を募集
　80歳で20本以上の歯を保って生涯なんでも自分の歯でかんで

食べられることを目指すための標語・作文を募集します。

　優秀作品は、県のコンクールに推薦します。

対●標語＝小学生以上の人●作文＝成人

申5月15日（金）までに、住所・氏名・電話番号、標語または作文を

記入して健康増進課あてに郵送（〒273‐0195）／ｆ445・

8261 ／ｍkenkan@city.kamagaya.chiba,jp

26年度鎌ケ谷市最優秀標語

『ごちそうさん歯みがきまでがフルコース』

舩木 和子さん（南鎌ケ谷在住）

妊婦歯科健康診査 子ども連れでもお気軽に
　妊婦の歯周病は、早産と低体重児出産のリスクを高めると言われ

ています。妊娠中に1回は歯科健診を受けましょう。

　希望者は口腔ケアも体験できます。

対内①第一子を妊娠中の人＝むし歯予測テスト・ブラッシング実

習・歯科健診・結果説明②第二子以降を妊娠中の人＝歯科健診・

結果説明

時5月14日 (木 )①＝13時〜13時10分受け付け②＝13時〜

13時30分受け付け所総合福祉保健センター３階持母子健康手帳

問健康増進課（内）734
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　世界文化遺産に登録された「富岡製糸場と絹産業遺産群」の魅

力とともに、市民・団体・企業・行政が協働して世界文化遺産登

録にまで導いた取り組みを、映像と写真で紹介し、市民活動の可

能性と協働への理解を深めます。

時４月29日（水）まで

所市民活動推進センター

問市民活動推進課（内）205

①男女共同参画市民企画セミナー運営委員
　あなたが話を聴いてみたい講師や講座は？男女共同参画推進

センターでは、市民の皆さんとの協働により、市民目線の企画に

より男女共同参画を伝えるセミナーを開催するため、市民企画セ

ミナー運営委員を募集します。

　日本語・英語の２チャンネルで詞章と解説を表示し、初心者が

楽しめるように座席字幕付きで鑑賞できます。

　日本の誇る伝統芸能「能楽」を、ぜひご鑑賞ください。

対市内在住の人

時6月24日（水）7時30分市役所前集合〜16時30分市役所前

帰着（予定）※市のバスを利用

所国立能楽堂(東京都渋谷区千駄ヶ谷4-18-1)

内●解説「能楽のたのしみ」●狂言「寝音曲」（ねおんぎょく）●能

「船弁慶」（ふなべんけい）

定42人（多数抽選）

費鑑賞料・昼食代3,800円

※文化・スポーツ課（市役所５階）で事前徴収

申4月21日（火）まで（消印有効）に、往復はがきに「能楽鑑賞教室

希望」、希望人数（２人まで。無記入の場合は1人として受け付

け）、代表者の住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号（日中連

絡できる番号。携帯電話可）と返信あて先を記入して、文化・ス

ポーツ課（〒273-0195）あてに

※申し込み後の人数変更はできません

問文化・スポーツ課（内）488

　きらり鎌ケ谷市民会館ロビー展示の予約は、使用希望日の６カ

月前から受け付けていましたが、５月１日から「11カ月前から」

となります。

予約開始日時

使用希望日が

●27年11月〜28年４月の場合＝27年５月１日11時から

●28年５月以降の場合＝使用月の11カ月前の月の１日11時

から

※原則申込先着順。同じ利用時間への申し込みが同時にあった場

合は抽選

展示について

対さまざまな芸術文化活動、生涯学習成果の発表・展示をしたい人

　　　　原則７日間以内

費吊り下げパネルを使用する場合のみ１日１枚300円

情報誌「ほほえみ」

きらり鎌ケ谷市民会館ロビー

他発表・展示に関する

条件があります。詳しく

はお問い合わせくださ

い

申きらり鎌ケ谷市民会

館窓口

問きらり鎌ケ谷市民会

館☎441・3377

　運営委員は、テーマや講師の

選定、セミナー当日の運営など

を行います。

　　　　月 １・２ 回、年 10 回

程度実施

②男女共同参画情報誌編集委員
　男女共同参画情報誌「ほほえ

み」を市民の皆さんの企画・編

集で発行します。

　編集委員は企画・取材・原稿作成などを行います。文章を書く

のが好き、取材や編集に興味があるという皆さん、ぜひご応募く

ださい。

　　　　月１・２回、年12回程度

実施

①②共通事項

対市内在住・在勤の人

定各10人（申込先着順）

保未就学児５人まで

申4月30日（木）までに、男女共同

参画推進センター☎401・0891

または、住所・氏名（ふりがな）・電

話番号を記入して同センターｆ401・0892 ／ｍdanjyo@city.

kamagaya.chiba.jp

他委員は無償です

問男女共同参画室（内)344

富岡製糸場東繭倉庫 世界遺産登録時の様子

企画会議

編集会議

展示期間

市民活動推進センター移転１周年記念企画

展示「市民の活動が富岡製糸場を世界遺産へ導く」
市民企画セミナー運営委員・情報誌編集委員 募集

セミナーの企画・情報誌作りをしませんか？

古典芸能に親しんでみませんか！

27年度芸術鑑賞教室「能楽鑑賞教室」

きらり鎌ケ谷市民会館

ロビー展示の予約受け付け開始月を変更

　まちの美化運動に尽力された団体および個人への感謝状の贈呈

式が3月17日に市役所で行われました。

　贈呈式では、ごみの散乱のない快適なまちづくり推進団体に登録

し、年4回以上の清掃活動を3年以上行った2団体、環境美化対策

推進協議会委員推薦の2団体および個人1人に感謝状が贈られま

した（敬称略）。

受賞者
●NPO法人鎌ケ谷Ｊｕｍｐ ｕｐの会

●あっぷるぱいん

●家庭倫理の会 鎌ケ谷市

●北初富東部会

●飯野襄次

問クリーン推進課（内）235・236

ごみの散乱のない快適なまちづくり
推進団体などへの感謝状の贈呈

ＱＲコードを
読み取ることで
接続できます

トップページに

接続します。

市ホームページ

☎445・2300夜間・休日の急病診療 ☎445・5251火災などの情報 ☎0800・800・2760防災行政無線内容

市の防災・防犯情報や子どもの

安全情報などをＥメールで提供

します。

かまがや安心 eメール

下総基地の米軍機使用絶対反対 再生紙を使用しています

4/15


